
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
で
論
点
整
理

地
域
の
守
り
手
確
保
・
育
成
へ

水
防
支
援
者
認
証
制
度
を
創
設

国
交
省

調
査
会
企
業
・
個
人
の
活
動
活
性
化
へ

国
土
交
通
省
は
五
月
十
五
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
九
段
第
三
合
同
庁
舎
会
議
室
で
令
和
元
年
度
第
一
回
「
発

注
者
責
任
を
果
た
す
た
め
の
今
後
の
建
設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
維
持
管
理
部
会
」

（
部
会
長
・
堀
田
昌
英
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授
）
を
開
催
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管

理
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
当
面
の
重
要
な
論
点
を
整
理
し
た
。
地
域
の
守
り
手
と
な
る

建
設
技
能
者
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
、
積
算
方
法
や
入
札
契
約
方
式
の
改
善
に
着
手
す
る
。

公
営
住
宅
、
官
庁
施
設
、

下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は

高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
的

に
整
備
さ
れ
、
戦
略
的
な
維

持
管
理
・
更
新
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
受
注

競
争
の
激
化
に
よ
る
地
域
建

設
企
業
の
疲
弊
や
下
請
へ
の

し
わ
寄
せ
、
若
手
入
職
者
の

減
少
な
ど
で
将
来
へ
の
戦
略

的
な
維
持
管
理
・
更
新
に
対

す
る
懸
念
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
者
は

限
ら
れ
た
人
的
資
源
の
中
で

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
官
民
の

役
割
分
担
を
含
め
た
業
務
の

あ
り
方
の
抜
本
的
な
見
直
し

が
必
要
だ
。

こ
の
た
め
同
懇
談
会
で
は

発
注
者
の
視
点
か
ら
今
後
の

建
設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ
ム

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
て
い
く
。
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
・
維
持
管
理
・
更
新
を

適
切
に
行
い
、
将
来
に
わ
た

っ
て
安
全
な
イ
ン
フ
ラ
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

当
日
の
維
持
管
理
部
会
で

は
五
道
仁
実
同
省
大
臣
官
房

技
術
審
議
官
が
冒
頭
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
イ
ン
フ
ラ
は
維

持
管
理
の
時
代
を
迎
え
て
お

り
、
優
良
な
人
材
の
確
保
・

育
成
に
向
け
て
広
範
な
議
論

が
必
要
だ
。
入
札
契
約
方
式

の
改
善
な
ど
皆
さ
ま
の
貴
重

な
ご
意
見
が
今
後
の
建
設
行

政
に
適
切
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
活
発
な
意
見
交
換
を
促

し
た
。
ま
た
堀
田
部
会
長
が

「
課
題
は
地
域
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
的
確

な
施
策
を
講
じ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
さ
ま
の

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
願

い
す
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

同
部
会
で
は
議
論
す
る
内

容
を
全
般
・
維
持
・
修
繕
・

災
害
対
応
・
仕
組
み
の
五
項

目
に
分
類
。
全
般
で
は
地
域

の
守
り
手
の
確
保
・
育
成
、

維
持
で
は
競
争
参
加
者
が
少

な
い
維
持
工
事
の
適
切
な
積

算
方
法
、
毎
年
一
定
の
工
事

量
が
発
注
さ
れ
る
維
持
工
事

の
適
切
な
入
札
契
約
方
式
、

実
態
に
即
し
た
適
切
な
支
払

い
方
式
、
修
繕
で
は
修
繕
工

事
に
関
す
る
工
種
の
新
設
な

ど
に
よ
る
市
場
の
整
備
、
長

期
的
に
品
質
や
性
能
を
保
証

す
る
制
度
、
災
害
対
応
で
は

災
害
時
の
入
札
契
約
方
式
、

災
害
対
応
に
際
し
て
損
害
を

補
償
す
る
仕
組
み
、
異
な
る

行
政
機
関
か
ら
の
災
害
対
応

指
示
の
一
元
化
、
災
害
時
の

自
治
体
支
援
、
仕
組
み
で
は

維
持
管
理
に
お
け
る
デ
ー
タ

活
用
、
維
持
管
理
手
法
の
技

術
革
新
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
付
与
の
仕
組
み
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

国
土
交
通
省
は
五
月
十
四

日
、
東
京
・
港
区
の
三
田
共

用
会
議
所
で
第
三
回
「
水
防

活
動
活
性
化
調
査
会
」
（
座

長
・
陣
内
孝
雄
全
国
水
防
管

理
団
体
連
合
会
最
高
顧
問
）

を
開
き
、
水
防
活
動
支
援
策

の
新
た
な
方
向
性
を
打
ち
出

し
た
。
水
防
活
動
の
重
要
性

を
広
く
国
民
に
浸
透
さ
せ
る

た
め
、
個
人
・
企
業
を
対
象

に
水
防
支
援
者
認
証
制
度

（
仮
称
）
を
創
設
す
る
。

記
録
的
な
大
雨
で
浸
水
被

害
が
多
発
し
、
気
候
変
動
に

よ
る
水
害
の
頻
発
化
・
激
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
水
防

活
動
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す

高
ま
る
一
方
で
水
防
活
動
を

担
う
人
材
の
減
少
・
高
齢
化

や
地
域
の
水
防
力
の
低
下
が

進
ん
で
い
る
の
が
実
情
だ
。

当
日
の
調
査
会
で
は
塚
原

浩
一
同
省
水
管
理
・
国
土
保

全
局
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
温
暖
化
の
影
響
で
水

害
に
よ
る
被
害
が
年
々
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
皆
さ
ま
の

ご
意
見
に
基
づ
き
、
少
し
で

も
早
く
水
防
活
動
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

新
た
な
支
援
策
で
は
平
常

時
と
洪
水
時
に
分
け
て
現
状

と
課
題
を
整
理
し
、
水
防
活

動
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会

的
責
任
）
と
し
て
国
民
に
深

く
認
知
さ
れ
る
よ
う
強
調
。

具
体
策
と
し
て
国
か
ら
経
団

連
や
中
小
企
業
団
体
に
文
書

で
水
防
活
動
へ
の
協
力
を
依

頼
す
る
と
と
も
に
、
水
防
活

動
の
意
義
や
重
要
性
に
関
す

る
広
報
活
動
を
抜
本
的
に
強

化
す
る
。
と
く
に
水
防
活
動

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る

個
人
・
企
業
な
ど
を
証
明
す

る
支
援
者
証
を
交
付
し
、
水

防
ポ
ー
タ
ル
な
ど
で
全
国
に

周
知
し
て
い
く
方
針
だ
。

五道審議官

国交省懇談会維持管理部会を開催

堀田部会長

新たな方向性について議論

塚原局長
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